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特
別
寄
稿

平成28年6月発行

石

垣

定

哉

ふ
る
さ
と
東
員
町
を
描
い
て

洋
画
家
　
白
日
会
常
務
理
事

備
前
の
火
襷

ひ
だ
す
き

略
歴
　 

　
'47
年 

三
重
県
に
生
ま
れ
る

　
'70
年 

愛
知
県
立
芸
術
大
学
油
絵
科
卒
業

　
'75
年 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
プ
ラ
ッ
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
留
学

　
'86
年 

白
日
会
第
62
回
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

　
'92
年 『
石
垣
定
哉
作
品
集
』
刊
行
（
講
談
社
）

　
'94
年 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ォ
ー
ブ
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
個
展

　
'97
年 

文
化
庁
買
い
上
げ
優
秀
作
品
、
外
務
省
買
い
上
げ
作
品
に
選
ば
れ
る

　
他
、
タ
カ
シ
マ
ヤ
文
化
奨
励
賞
等
数
々
受
賞
、
ま
た
日
動
画
廊
始
め
国
内
各
地
は
も
と
よ
り

　
　
　
イ
タ
リ
ア
、
パ
リ
等
海
外
各
地
に
て
個
展
開
催

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
鈴
鹿
の
山
の
青
さ
を
見
て
育
ち
、
ふ
る
里
の
風
光
の
四

季
の
移
ろ
い
を
描
く
こ
と
が
、
生
涯
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
久
し
い
。

風
薫
る
五
月
晴
れ
の
爽
や
か
な
週
末
の
一
日
、
ア
ト
リ
エ
で
制
作
中
何
度
も

繰
り
か
え
す
鶯
の
鳴
き
声
に
誘
わ
れ
、
鈴
鹿
の
山
の
麓
の
村
ま
で
女
房
の
車

の
運
転
で
写
生
に
出
か
け
た
。
み
ず
み
ず
し
い
田
園
の
農
道
に
腰
を
下
ろ
し

写
生
を
し
て
い
る
間
中
、
鶯
の
囀
り
が
聞
こ
え
深
山
幽
谷
の
桃
源
郷
で
描
い

て
い
る
よ
う
な
神
秘
的
な
気
分
に
な
っ
た
。
田
植
え
の
す
ん
だ
田
の
面
は
周

り
の
景
色
を
逆
さ
に
写
し
、
鈴
鹿
の
峰
々
は
青
か
ら
緑
ま
で
の
美
し
い
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
目
の
前
で
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
が
生

涯
描
き
続
け
た
生
ま
れ
故
郷
の
南
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル

山
の
水
彩
画
の
よ
う
な
淡
い
色
彩
で
あ
っ
た
。

　
海
外
で
の
制
作
が
永
く
続
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
に
留
学
中
は
新

境
地
を
得
る
と
い
う
強
い
意
識
で
革
新
的
な
新
た
な
連
作
シ
リ
ー
ズ
を
作
り

上
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
や
東
南
ア
ジ
ア
の
楽
園
シ
リ
ー
ズ
、
パ

リ
の
有
名
な
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
サ
ー
を
描
い
た
ク
レ
イ
ジ
ー
ホ
ー
ス
シ

リ
ー
ズ
な
ど
い
ず
れ
も
現
地
で
描
き
上
げ
た
も
の
で
抽
象
的
表
現
が
基
本
の

連
作
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
頃
模
索
の
真
っ
只
中
で
強
い
色
彩
表
現
と
し
て

描
き
出
し
た
こ
れ
ら
の
シ
リ
ー
ズ
は
私
に
と
っ
て
節
目
と
な
る
記
念
碑
的
な

も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
海
外
作
品
の
中
で
も
、
第
二
の
故
郷
と
も
思
え

る
シ
シ
リ
ー
を
始
め
ド
イ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
な
ど
で
は
連
作
と
し

て
も
仕
上
げ
た
。

　
今
秋
、
三
重
県
立
美
術
館
で
開
催
の
石
垣
定
哉
展
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
始
め
、
生
ま
れ
故
郷
の
四
季
の
風
景
画
の
連
作
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
親
し
ん

だ
猪
名
部
神
社
上
げ
馬
神
事
の
武
者
絵
シ
リ
ー
ズ
、
伊
勢
志
摩
の
海
、
長
島
、

木
曽
三
川
、
輪
中
の
郷
な
ど
も
出
品
し
た
く
描
き
続
け
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

東
員
の
四
季
を
日
本
風
景
と
し
て
並
べ
、
見
比
べ
た
く
思
っ
て
い
る
。

も



私
の
文
化
考

目
　
次

知
恵
と
生
き
甲
斐

飛
龍
東
員
太
鼓

打
頭大

貫

正

博

表
紙
の
こ
と
ば

　

文
化
と
は
、
地
域
の
習
慣
や
食
物
、
祭
祀
や
芸
能

等
多
種
多
様
な
物
が
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
の
で
一

言
で
述
べ
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
必
ず
人
々
の
交
流
と
共
感
や
共
有
等
が
あ

り
、
人
々
が
生
き
て
ゆ
く
上
で
の
知
恵
と
な
り
楽
し

み
や
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

私
が
、
太
鼓
と
出
会
っ
た
の
は
昭
和
63
年
で
し
た
。

東
員
町
に
新
し
い
文
化
、
伝
統
芸
能
の
太
鼓
チ
ー
ム

を
つ
く
ろ
う
と
の
呼
び
か
け
に
応
募
し
、
結
成
後
は

長
野
県
の
諏
訪
太
鼓
か
ら
打
ち
方
の
基
礎
と
２
曲

の
指
導
を
受
け
厳
し
い
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
仲
間

た
ち
や
指
導
者
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
毎
日
が
と
て

も
新
鮮
で
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
太
鼓
演
奏
も
町

内
初
め
、
県
内
外
そ
し
て
２
度
の
海
外
公
演
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
等
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く

出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
太
鼓
の
仲
間
と
様
々
な
場

所
へ
行
き
、
お
世
話
し
て
頂
く
方
、
そ
し
て
見
に
来

て
い
た
だ
い
た
方
々
と
は
毎
回
違
っ
た
出
会
い
が
有

り
ま
す
。
太
鼓
を
通
じ
て
様
々
な
方
と
お
会
い
で
き

た
の
が
一
番
の
財
産
で
あ
り
、
活
動
そ
の
も
の
が
文

化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
鼓
の
響
は
人
間

の
心
臓
の
鼓
動
に
も
通
じ
、
私
自
身
何
度
も
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、
叩
き
手
と
聞
き
手
が
一
体
と
な
り
、

な
ん
と
も
形
容
し
が
た
い
感
動
で
涙
腺
が
緩
み
ま

す
。
東
員
町
の
新
し
い
文
化
、
太
鼓
は
人
作
り
や
地

域
作
り
に
も
貢
献
し
今
後
も
五
十
年
百
年
を
目
指
し

て
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
ば
り
窯
陶
友
会
は
、
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

表
紙
の
作
品
は
、
会
員
研
修
旅
行
で
岡

山
を
旅
し
た
時
に
目
に
し
た
備
前
焼
の
温

か
さ
に
魅
了
さ
れ
、
備
前
の
火
襷
に
挑
戦

し
た
一
点
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘　
　
克
行

ひ
だ
す
き

略
歴　
　
　

石
川
県
珠
洲
市
生
ま
れ

元
三
重
県
太
鼓
連
盟
副
代
表

（
一
社
）
東
員
町
文
化
協
会
会
長

東
員
町
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員

吟
道
関
心
流
皆
伝
大
範
師

文化協会

　

一
般
社
団
法
人　

東
員
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
加
盟
35
団
体
所
属
の
会
員
567
名
の
他
、
準
会
員
104
名
・
個
人
会
員
87
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
盟
団
体
は
9
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
幅
広
い
分
野
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
と
し
て
は
、
共
通
の
趣
味
を
持
つ
仲
間
が
、
楽
し
み
な
が
ら
磨
い

た
技
や
よ
り
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
得
た
成
果
を
、
広
く
町
内
外
の
方
に
発
表
す

る
機
会
や
場
を
提
供
し
た
り
、
後
援
し
た
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
文
化
協

会
に
加
入
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
活
躍
の
方
も
大
歓
迎
。

是
非
ご
加
入
下
さ
い
。
一
緒
に
地
域
文
化
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
4
月
１
日
現
在
）

年
会
費

詳
し
く
は
文
化
協
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会員募集

☆
団
体
会
員
　
　
5
、0
0
0
円

　
　
構
成
員
　
　
2
、0
0
0
円

　
　
準
構
成
員
　
1
、0
0
0
円

☆
個
人
会
員
　
　
2
、0
0
0
円
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お中元・お歳暮・御贈答など全国発送承ります

三重県
いなべ市産

有限会社 松葉ピッグファーム
いなべ市北勢町阿下喜3000
TEL.0594-72-3032 FAX.72-7387
http://www.sakurapork.net/

ネパールインドスパイシー

員弁郡東員町中上275-3
TEL0594-88-5780
■営業時間　昼／11：00～15：00（LO14：30）
　　　　　　夜／17：00～23：00（LO22：30）

GS

サークルKやまだ胃腸科内科

かわせデンタルクリニック

カレーハウスブッダ

バイキングは6月10日（金）から開始

●ランチバイキング……￥900（税込）
●Lunch Take Out…￥648（税込）
●ランチバイキング……￥900（税込）
●Lunch Take Out…￥648（税込）

員弁店 NEW OPEN イオン
モール
東 員

365

　

ア
オ
バ
ズ
ク
が
今
年
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
員
町

へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月
17
日
と
い
う
最
も
早
い

記
録
を
引
っ
さ
げ
て
の
帰
郷
と
な
り
ま
し
た
。
ア
オ

バ
ズ
ク
の
帰
郷
日
を
平
成
20
年
か
ら
見
て
み
る
と
、

　

４
月
28
日　

４
月
25
日　

４
月
25
日　

４
月
26
日

　

４
月
28
日　

４
月
22
日　

４
月
24
日　

４
月
24
日

と
４
月
20
日
よ
り
前
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
ほ
ど
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
気
に
な
っ
た

の
か
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
年
々
帰
郷
が
早
ま
っ
て
い
る
の
は
確

か
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
後
、
６
月
下
旬
に

待
望
の
ヒ
ナ
が
孵
り
、
親
の
命
が
け
の
見
守
り
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
７
月
10
日
頃
い
よ
い
よ
巣
立
ち

で
す
。
昨
年
の
よ
う
に
２
週
間
も
巣
立
ち
が
遅
れ
る

の
は
異
常
な
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
７
月
第
一
土
曜

日
の
山
曳
き
の
鐘
と
太
鼓
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ヒ
ナ

が
飛
び
出
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
10
月
ま

で
い
ろ
ん
な
ド
ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

篠
島
と
員
弁
の
大
神

　

愛
知
県
知
多
半
島
の
先
端
・
師
崎
か
ら
船
で
15
分

ほ
ど
南
に
篠
島
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
篠
島
と
員
弁
に

は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

篠
島
は
日
間
賀
島
・
佐
久
島
と
あ
わ
せ
「
愛
知

３
島
」
と
よ
ば
れ
、
ク
ロ
ダ
イ
の
釣
り
場
と
し

て
、
ま
た
、
夕
陽
の
美
し
さ
で
有
名
で
す
。
人
口

は
１
７
６
３
人
、
面
積
は
日
間
賀
島
の
1.2
倍
の
広

さ
が
あ
り
ま
す
。
篠
島
で
は
毎
年
「
お
ん
べ
鯛
奉

納
祭
」
が
行
な
わ
れ
、
６
月
、
10
月
、
12
月
に
１

尺
５
寸
、
１
尺
２
寸
、
７
寸
の
鯛
を
５
百
匹
以
上

伊
勢
神
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

篠
島
に
は
神
明
神
社
と
八
王
子
社
が
あ
り
、
神

宮
式
年
遷
宮
の
あ
と
古
材
を
神
明
神
社
に
、
神
明

神
社
の
古
材
を
八
王
子
社
に
遷
さ
れ
、
篠
島
で
も

遷
宮
行
事
が
古
来
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
八

王
子
社
は
男
の
神
様
、
神
明
神
社
は
女
の
神
様
と

い
わ
れ
、
毎
年
１
月
３
日
に
八
王
子
社
か
ら
神
明

神
社
に
神
様
が
お
泊
ま
り
に
行
か
れ
ま
す
。
闇
夜

の
神
事
で
す
か
ら
、
電
力
会
社
が
丸
ご
と
電
源
を

切
り
、
こ
の
日
の
篠
島
は
真
っ
暗
闇
で
す
。

海
上
守
護
で
員
弁
の
大
神
を
祀
る

　

こ
の
篠
島
へ
先
日
、
猪
名
部
神
社
総
代
の
方
々

と
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
八
王
子
社
の
由
緒
書

き
に
「
海
上
守
護
を
念
じ
て
伊
勢
の
猪
名
部
の
神

が
祀
ら
れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
行
っ
て
み
て
驚
か
さ
れ
た
の
は
社
殿
の
立
派

さ
で
す
。
神
宮
の
古
材
と
言
っ
て
も
あ
れ
は
神
宮

社
殿
そ
の
も
の
で
す
。
新
た
に
伊
勢
神
宮
と
員

弁
、
そ
し
て
篠
島
の
深
い
つ
な
が
り
を
体
感
し
た

思
い
で
す
。

　

今
年
の
大
社
祭
に
篠
島
か
ら
数
名
来
て
頂
き
ま

し
た
。
古
代
か
ら
の
歴
史
は
今
も
生
き
続
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
お
互
い
に
「
出
会
い
」
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

七
世
松
本
幸
四
郎
・
ス
イ
ス
へ

　
「
出
会
い
」
と
い
え
ば
、
前
回
お
伝
え
し
た
七
世

松
本
幸
四
郎
で
す
。

　

ス
イ
ス
に
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
博
物
館
」
が
オ
ー

プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
喜
劇
王
と
い
わ
れ
る

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
出
身
で
す
が
、
晩
年

は
ス
イ
ス
で
16
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
は
大
の
親
日
家
で
も
あ
り
、
14
回
ほ
ど
来

日
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
に
魅
了

さ
れ
た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
で
し
た
が
、
特
に
歌
舞
伎

を
愛
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
七
世
松
本
幸
四
郎
と
懇

意
に
な
り
二
人
の
写
真
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
こ
の
博
物
館
に
展
示
さ
れ
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
本
人
の
生
涯
は
も
ち
ろ
ん
、
七
世
松
本
幸
四

郎
の
生
涯
も
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
出
会

い
」
は
や
は
り
人
生
の
宝
だ
と
教
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

■
愛
知
３
島
・
篠
島
と
員
弁

歴
史
よ
も
や
ま
話

猪
名
部
神
社

宮
司 

石
垣
光
麿

其
の
七

い
な
べ

篠島・八王子社前にて
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大貫会長

水谷東員町長三宅議長

水谷県議会議員

日　

４
月
２９
日（
金・祝
）

於　

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度 

通
常
総
会
開
催

来 賓 紹 介
（順不同・敬称略）

　

平
成
28
年
度
通
常
総
会
が
水
谷
俊
郎
町
長
は

じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
午
前

９
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
き
資
格
審
査
報
告
に
よ
り
、

正
会
員
654
名
の
内
、
議
決
権
行
使
530
名
、
当
日

出
席
62
名
に
つ
き
、
有
効
出
席
者
数
が
592
名
と

な
る
こ
と
を
報
告
し
総
会
の
成
立
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
は
経
済
状
態
の
悪
化
は
文
化
に
厳

し
い
環
境
を
も
た
ら
す
の
で
、
景
気
の
安
定
を

願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
昨
年
の
総
会
で
、

「
公
益
社
団
法
人
」へ
の
移
行
を
議
決
し
て
頂

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
移
行
の
た
め
の
条
件
が
整

わ
な
く
な
り
断
念
し

た
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
の

波
が
押
し
寄
せ
、
人

々
の
生
活
自
体
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
今
、
文
化
を
通
じ
て
町
民

同
士
の
交
流
や
地
域
づ
く
り
が
益
々
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
東
員
町
の
文
化
を
支
え
る
当
協
会

は
、「
文
化
を
育
て
心
豊
か
な
日
常
を
」と
の
願

い
の
も
と
、
会
員
・
町
民
の
皆
様
、
行
政
・
議

会
の
理
解
を
得
な
が
ら
活
動
を
推
進
さ
せ
て
い

く
所
存
を
述
べ
ま
し
た
。　
　
　

　

つ
づ
い
て
水
谷
俊
郎
町
長
よ
り
、
東
員
町
は

文
化
度
が
高
い
。
会

員
の
皆
様
の
活
動
の

お
か
げ
に
よ
っ
て
広

い
分
野
で
手
づ
く
り

の
文
化
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
と
称
賛
。
そ
の
例
と
し
て
６
月
５
日

の
第
21
回
こ
ど
も
歌
舞
伎
公
演
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
来
年
は
町
制
50
周
年
。
記
念
式

典
や
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の
文

化
活
動
に
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
を
代

表
し
て
三
宅
耕
三

議
長
よ
り
、
文
化

協
会
が
行
政
か
ら
の

「
永
続
し
た
補
助
金

の
拠
出
」
な
ど
か
ら
公
益
法
人
へ
の
移
行
を
断

念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
町
会
議
員
全
員
の
県
外
視
察
例
を
あ

げ
ら
れ
て
、
今
後
東
員
町
議
会
は
町
民
の
皆
様

方
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
い
う
お
言
葉
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
重
県
議
会
議
員
の
水
谷
隆
様
よ

り
文
化
協
会
の
歴
史
及
び
文
化
力
の
高
さ
に
対

す
る
敬
服
の
思
い
が

述
べ
ら
れ
、
秋
・
春

の
文
化
祭
の
展
示
作

品
や
舞
台
発
表
な
ど

の
す
ば
ら
し
さ
は
そ

の
証
で
あ
る
。
皆
様
方
の
文
化
活
動
が
益
々
充

実
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
と

い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
ご
祝
辞
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
第

一
・
第
二
号
議
案
は
27
年
度
事
業
報
告
に
お
い

水
谷
俊
郎

小
川
裕
之

岡
野
譲
治

水
谷　

隆

三
宅
耕
三

島
田
正
彦

東
員
町
長

東
員
町
副
町
長

東
員
町
教
育
長

三
重
県
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
長

東
員
町
議
会
副
議
長

南
部　

豊

大
谷
勝
治

石
垣
智
矢

山
崎
ま
ゆ
み

水
谷
喜
和

大
崎
潤
子

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員
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一般社団法人 東員町文化協会
平成28年度 役員名簿

役職名 氏　　名

監 事
監 事

長い間ありがとうございました

（　　　）順不同
敬称略

芸
能
部
会
Ⅲ

茶
華
道
部
会

手芸部会

音
楽
部
会

趣
味
部
会

平成28年度 加盟団体
部 会 団　体　名部 会 団　体　名

退任理事

会　　長
副 会 長
専務理事
常務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

飛龍東員太鼓 
劇団　員 弁 川 
Ｇｌｏｗ Ｍｉｘ☆ 
ＹＹフラグループ 
バトンメイツ フェニックス  
東員ひばり合唱団
オカリナ憩 
YY ウクレレグループ 
石垣茶華道教室 
柴山茶華道教室 
池坊長笠原教室 
茶道裏千家
ニットルームかわまつ 
東員囲碁同好会 
東員将棋愛好会 
員弁百人一首の会 
とういん屋演芸の会 
気功クラブ 
東員パソコンクラブ 

陶芸第一クラブ 
ひばり窯陶友会 
東員フォトクラブ 
東員絵画クラブ 
書道第一クラブ 
楽 絵 筆
金雀枝短歌社 
しゃくやく俳句会
NPO法人新邦楽四ツ葉グループ
箏曲麗明社「廣翔会」
東員町大正琴クラブ
笹尾民踊クラブ
笹尾吟詩会
員弁東部吟詩会
菊水流詩舞東員クラブ
民謡寿会   

美
術
部
会

文
芸
社
会
部
会

芸
能
部
会
Ⅰ

芸
能
部
会
Ⅱ

文
化
度
が
高
い
。
会

員
の
皆
様
の
活
動
の

お
か
げ
に
よ
っ
て
広

い
分
野
で
手
づ
く
り

の
文
化
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
と
称
賛
。
そ
の
例
と
し
て
６
月
５
日

の
第
21
回
こ
ど
も
歌
舞
伎
公
演
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
来
年
は
町
制
50
周
年
。
記
念
式

典
や
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の
文

化
活
動
に
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
を
代

表
し
て
三
宅
耕
三

議
長
よ
り
、
文
化

協
会
が
行
政
か
ら
の

「
永
続
し
た
補
助
金

の
拠
出
」
な
ど
か
ら
公
益
法
人
へ
の
移
行
を
断

念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
町
会
議
員
全
員
の
県
外
視
察
例
を
あ

げ
ら
れ
て
、
今
後
東
員
町
議
会
は
町
民
の
皆
様

方
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
い
う
お
言
葉
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
重
県
議
会
議
員
の
水
谷
隆
様
よ

り
文
化
協
会
の
歴
史
及
び
文
化
力
の
高
さ
に
対

す
る
敬
服
の
思
い
が

述
べ
ら
れ
、
秋
・
春

の
文
化
祭
の
展
示
作

品
や
舞
台
発
表
な
ど

の
す
ば
ら
し
さ
は
そ

の
証
で
あ
る
。
皆
様
方
の
文
化
活
動
が
益
々
充

実
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
と

い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
ご
祝
辞
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
第

一
・
第
二
号
議
案
は
27
年
度
事
業
報
告
に
お
い

て
町
か
ら
委
託
を
受
け
公
民
館
講
座
・
文
化
祭

展
示
の
企
画
運
営
全
般
に
加
え
、
東
員
「
日
本

の
第
九
」・
音
楽
祭
を
担
当
。
及
び
文
協
講
座

・
春
の
文
協
ま
つ
り
な
ど
の
継
続
事
業
を
実
施

し
た
こ
と
も
含
め
て
27
年
度
収
支
決
算
報
告
が

な
さ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
・
第
四
号
議
案
は
28
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
を
提
案
。「
一
般
社
団
法
人

の
移
行
に
よ
る
様
式
の
変
更
で
広
告
料
収
益
の

科
目
は
負
担
金
収
益
に
合
算
」
の
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
、
共
に
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
は
平
成
28
年
度
役
員
選
任
を

提
案
。
定
款
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平
成
30
年
４

月
の
通
常
総
会
ま
で
の
任
期
の
理
事
19
名
と
監

事
２
名
が
一
人
ず
つ
可
否
が
諮
ら
れ
、
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　

第
六
号
議
案
の

会
長
専
決
事
項
委

任
承
認
の
件
を
提

案
し
、
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
七
号
議
案
の

そ
の
他
で
は
、「
第

五
号
議
案
の
選
任

方
法
は
一
人
ず
つ

で
な
く
、一
括
で
よ

い
」の
質
疑
や
「
第

六
号
議
案
の
会
長

専
決
事
項
は
限
ら

れ
た
範
囲
で
、
重
大
事
項
は
臨
時
総
会
を
開
く
」

の
確
認
が
な
さ
れ
た
。

細　谷　公　廣

大 貫 正 博
川 松 由 喜 子
平 野 義 人
野 呂 　 隆
水 野 洋 子
中 村 厚 子
川 村 光 男
藤 田 廣 子
佐 藤 孝 子
吉 田 幸 子
鷲 見 三 重 子
川 島 絹 枝
笠 井 昌 義
大 塚 芳 子
佐 分 　 親
青 木 は つ え
佐 藤 和 寿
和 保 信 代
山 下 順 子
加 藤 浩 宣
大 山 　 旺

（平成28年度4月1日現在）
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春
の
文
協
ま
つ
り
を
終
え
て

　
「
す
ば
ら
し
い
、
皆
腕
が
上
が
っ
た
ね
」
と
会
場
で
の
声
。

「
こ
ん
な
事
が
出
来
た
ら
い
い
ね
、
次
回
講
座
を
受
け
て
み

よ
う
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
声
。
作
品
を
介
し
て
、
観
る

側
と
展
示
す
る
側
と
で
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
事
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
円
形
の
展
示
会
場
が
一
か
所
増
え
、
又
「
チ
ョ
ッ

ト
い
ろ
い
ろ
体
験
教
室
」
も
二
階
に
移
り
、
少
し
変
化
が
有

り
ま
し
た
が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

全
体
的
に
は
見
や
す
く
な
っ
た
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
何
時
ま
で
も
安
堵
す
る
事
な
く
、

お
叱
り
の
言
葉
、
ご
提
言
を
大
切
に
、
よ
り
一
層
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
に
は
感
謝
、
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

於　総合文化センター 特設展示会場 展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー　

吉
田 

幸
子

ひばり 6



第
23
回

平成28年3月9日（水）～13日（日）

ひばり 7



個人作品個人作品個人作品

春のチョットいろいろ体験教室春のチョットいろいろ体験教室春のチョットいろいろ体験教室
文協まつり期間中（3月9日（水）～12日（土））、体験教室が開催されました。
ひばり78号で折込募集し、たくさんの方々に体験していただきました。

開催教室数は4、参加いただいた方々は43名でした。

ひばり 8



公民館講座・文協講座卒業作品公民館講座・文協講座卒業作品卒業作座卒業作品
ひばり 9



第
23
回

芸
能
祭
を
終
え
て

　

今
回
も
無
事
芸
能
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
な
に
か
と
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
芸
能
部
会
所
属
の
11
団
体
が
日

頃
の
練
習
成
果
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
約

560
名
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
の
幅
広
い
年
齢
層
の
出
演
者
が
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
目
を
熱
演
し
ま
し
た
。

　

今
後
共
、
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

於：ひばりホール

麗
明
（
藤
田
）
廣
子

芸
能
祭
実
行
委
員
長

3月13日（日）

芸能祭 秋・春合同開催秋・春合同開催
ひばり 10



　

町
内
で
音
楽
活
動
を
続
け
る
人
た
ち

の
発
表
の
場
と
し
て
、
企
画
さ
れ
た
東

員
町
音
楽
祭
。

　

今
回
は
特
別
ゲ
ス
ト
藤
田
典
人
氏
の

ピ
ア
ノ
演
奏
の
ほ
か
、
公
募
の
団
体
が
、

延
750
名
に
の
ぼ
る
聴
衆
を
前
に
日
頃
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
、
熱
演
に
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。（吉

田
）

東
員
こ
ど
も
カ
レ
ッ
ジ
た
の
し
い「
こ
と
♪
コ
ト
」

コ
ー
ラ
ス「
旭
」

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団　

翠

ピ
ア
ノ
チ
ェ
ー
レ
フ
レ
ン
ズ（
フ
ル
ー
ト
）

東
員
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

東
員
第一中
学
校
、
東
員
第
二
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

企
画
事
業　

ピ
ア
ノ
演
奏

♪♪♪♪♪♪♪ 〈
出
演
〉

芸能祭芸能祭第
23
回

第34回

東員町
音楽祭

第34回

東員町
音楽祭

第34回

東員町
音楽祭

2月24日
東員町総合文化センター ひばりホール

ひばり 11



精神科
受付時間

休 診 日

AM8：30～11：30
AM8：30～11：00

訪問看護
ステーション

　(一社) 東員町文化協会主催の東員町文協まつりの行事として開催しま

した。

　東員町及び近隣市町、さらには名古屋から将棋46名、囲碁120名　

合計166名の参加があり、将棋の部では小学生から80才代まで、囲碁

の部では中学生から90才代まで、いずれも実力別に分かれ４回対局する

スイス方式で競いました。

東員町文協まつり
第23回 東員町囲碁、将棋大会

於 東員町総合文化センター

東員囲碁同好会・東員将棋愛好会

３月27日

　表千家柴山茶華道が担当し300名近い方に入席いただきました。

　今回のお席は文協まつり作品展第一会場の隣。紅白幕で間仕切り、

一歩足を運ぶと中央奥に野点傘、周りは庭園で春の光が感じられます。

畳の上には鉄瓶のかかった瓶かけ、今回は茶箱席と致しました。椅子

席としましたのでお急ぎの方も堪能して頂けたと思います。（木村）

於 東員町総合文化センター

春の文協まつり　大茶会３月13日

A級  
  優　勝　三津谷一途（鈴鹿市）
  準優勝　吉村　聖峰（東員町）
B級  
  優　勝　山口　大輔（いなべ市）
  準優勝　田中　嘉男（四日市市）
C級  
  優　勝　相原　忠雄（桑名市）
  準優勝　寺島　茂忠（桑名市）

S級   
  優　勝　岡　　祐介（四日市市）
  準優勝　中久木　修（桑名市）
A級   
  優　勝　井福　強司（いなべ市）
  準優勝　鈴木　俊成（四日市市）
B級   
  優　勝　井上　豊規（桑名市）
  準優勝　入住　　彰（四日市市）

C級   
  優　勝　佐藤　正義（東員町）
  準優勝　長谷川健次（四日市市）
D級   
  優　勝　大島　和夫（桑名市）
  準優勝　中尾　利彦（東員町）

将
棋
の
部

囲
碁
の
部

　新春早々初釜のお席を

担当させていただきまし

た。東員町からも町長様

はじめ多くの方にお越し

いただき、6日間で2,400

人のお客様をお迎えする

ことができましたこと感

謝申し上げます。

国宝茶室
如庵有楽苑　初釜

席担当  柴山祐貴子

１月１日
〜

１月６日
ト ピ ッ ク ス

ひばり⑫



本格的な雅楽の調べの中で

本格神前挙式

結婚式は
0120-37-5381

三重県桑名市多度町多度1681

検 索多度大社

伝統的な日本の美に今が息づく、
雅なる花嫁の正装

伝統的な日本の美に今が息づく、
雅なる花嫁の正装

日本古来からの本物の十二単の衣裳や
結納飾りもご用意致します。また、七五三、
お宮参り、成人式などもご相談下さい。

多度大社御用達　豊明殿・ロッカ指定店

TEL.0594-48-2228
桑名市多度町香取157　営業時間／9：00～18：00　定休日／火曜日

呉服
結納

至愛西市至大垣

大桑クリニック サークルK 消防署

ピアゴ
ほくせい 七取局

グループホーム
内母の里ファミリー

マート
至多度大社 至桑名 百五銀行

7月23日（土）・24日（日）
花嫁衣裳大展示・呉服大売り出し
結納品

ご希望・ご予算に応じ
てご相談させていた
だきます。

　1992年公民館講座からスタートのひばり合唱団。卒

団生の中には声楽の道に進まれた方も多く将来を嘱望さ

れている方もおられるとか。今回も少人数ながら聴きご

たえある演奏会を開催されました。残念なことにしばら

く閉団とのこと、何時かまた歌が好きな仲間が集まって

再開される日が心待たれます。

～ごあいさつ～

　団員の減少のため閉団することになり、最後の記念コンサートとなりました。ミュージカル「サウン

ドオブミュージック」を歌い演じ、卒団生によるコンサートに続いて、「おおひばり」「HEIWAの鐘」

などを卒団生と団員で心を合わせて歌いました。ご来場頂いたお客様に温かく見守って頂き心に残る素

晴らしいコンサートとなりました。

　今までご支援くださった東員町、東員町文化協会の方々に深く御礼申し上げます。

東員ひばり合唱団親の会一同

於 東員町総合文化センター　ひばりホール

東員ひばり合唱団記念コンサート５月１日

　

幕
開
け
は
オ
カ
リ
ナ
憩
の
皆
さ
ん
で
、
曲
目
は

「
時
代
」
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
「
北
の
国
か

ら
」
「
ビ
リ
ー
ブ
」
で
し
た
。

　

次
に
劇
団
員
弁
川
の
「
息
子
」。
書
き
お
ろ
し
は
大

正
時
代
と
い
う
こ
と
で
す
。
貧
し
い
山
村
の
若
者
が

志
を
立
て
て
、
上
方
へ
出
て
行
っ
て
か
ら
15
年
、
父

親
は
出
世
を
夢
見
て
ひ
そ
か
に
そ
の
帰
り
を
心
待
ち

し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
一
人
の
男
が
ふ
ら
り
と
こ
の

村
へ
や
っ
て
き
て…

　

講
談
は
神
田
こ
な
ぎ
さ
ん
で
す
。
出
し
物
は
「
加

藤
清
正
の
生
い
立
ち
」
。
幼
少
の
頃
か
ら
の
生
い
立

ち
は
、
途
中
で
お
時
間
と
な
り
、
後
半
は
次
回
に
持

ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

落
語
は
月
の
家
鏡
太

さ
ん
で
す
。
出
し
物
は

「
松
曳
き
」
。
殿
と
三

太
夫
の
粗
忽
コ
ン
ビ
の

珍
妙
な
や
り
と
り
な
ど

登
場
人
物
の
全
て
が
愛

す
べ
き
キ
ャ
ラ
で
す
。

　

会
場
い
っ
ぱ
い
の
お

客
様
は
や
ん
や
の
拍
手

で
し
た
。

２
月
28
日

雪
解
雨
水
温
伸
春
日
朱
色
蕾
気
更
来

ゆ
き
と
け
て
う
す
い
も
ぬ
る
む
し
ん
し
ゅ
ん
び
し
ゅ
い
ろ
の
つ
ぼ
み
き
こ
う
ら
い神田こなぎ 月の家鏡太

於 
笹
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
三
十
三
回 

と
う
い
ん
寄
席

と
う
い
ん
屋
演
芸
の
会

ひばり⑬



イベント情報 加盟団体活動予定
会員名 タイトル 日時・会場 内　容

フラとウクレレの発表、収益を福祉団体に寄付
主催：YYフラグループ
後援：（一社）東員町文化協会・四日市市文化協会

YYフラグループ
チャリティ発表会

6月11日（土）13：00～
川越あいあいホールＹＹフラグループ

詩吟・合吟で参加
主催：三重県吟剣詩舞道

三重県
吟剣詩舞道大会

6月19日（日）
鈴鹿市民会館員弁東部吟詩会

会員の作品40点展示
主催：楽絵筆

第10回
楽絵筆グループ展

6月23日（木）～27日（月）
東員町総合文化センター
2F展示室

楽絵筆

囲碁はS.A.B.C.D級の5クラス、将棋はA.B.C級の
3クラスで、各人4回対局による順位決定
会費：一般1500円（文協会員1000円）、
　　　学生（高、中、小）500円
主催：東員囲碁同好会、東員将棋愛好会
共催：（一社）東員町文化協会
後援：中日新聞社

第31回
中日新聞社楯争奪
囲碁・将棋大会

6月26日（日）9：00受付
東員町総合文化センター

東員囲碁同好会
東員将棋愛好会

日本の伝統楽器による現代邦楽や他ジャンルとのコラ
ボレーションによる新たな魅力ある音楽を創造
主催：現代邦楽奏団「新いぶき」
後援：三重県・四日市市・四日市市教育委員会・桑

名市・（一社）東員町文化協会・中日新聞社他

第24回 新いぶき
邦楽コンサート

8月7日（日）
四日市市文化会館
第2ホール

箏曲麗明社
「廣翔会」

菊水流発表会に賛助出演
（P17参照）

菊水流、神心流
発表会

8月21日（日）
ひばりホール笹尾吟詩会

民謡寿会

クラブ創設以来、年に1度の主催活動
油、水彩、パステルと多彩な絵画を展示
主催：東員絵画クラブ
後援：（一社）東員町文化協会

第29回
東員絵画クラブ展

8月18日（木）～21日（日）
くわなメディアライブ
多目的ホール

東員絵画クラブ

会員11名が1年間の活動成果を展示発表
主催：東員フォトクラブ
共催：（一社）東員町文化協会

東員フォトクラブ
写真展

9月9日（金）～11日（日）
東員町総合文化センター
2F常設展示コーナー

東員
フォトクラブ

合い言葉は～心も体ももっと元気に～
主催：気功クラブ
後援：（一社）東員町文化協会

第2回 青空気功
10月10日（月・祝）
10：00～11：30
東員町中部公園 トレーニング広場横

気功クラブ

奇数月は演芸の日、偶数月は体験の日
主催：劇団員弁川
後援：東員町・東員町教育委員会・東員町社会福

祉協議会・（一社）東員町文化協会・東員
町シニアクラブ連合会

ふれあい
演芸と体験の日

毎月第3土曜日
東員町ふれあいセンター
2F和室

劇団員弁川

睦会会員4月から7月誕生の方の祝いの会で、カラオ
ケやダンス・日舞・民謡等を披露笹尾睦会誕生会 7月17日（日）午後

笹尾コミュニティセンター
菊水流詩舞
東員クラブ

3流派の吟剣詩舞の合同発表会
（P17参照）

吟剣詩舞道
発表会

8月21日（日）
ひばりホール

幼稚園から高校生のトワラーが参加
入門・初級・中級上級の全国共通規定演技及び東
海規定演技の審査

第11回三重県バトン
トワーリング大会

6月19日（日）
桑名市体育館

未就学児から成人までのトワラーが規定の曲に合わせ
てバトンの技術を競い合う大会

第41回バトントワー
リング東海支部大会

7月17日（日）・18日（月・祝）
日本ガイシホール

バトンメイツ
フェニックス

入場券及び整理券のお求めなど、お問い合わせは
　（一社）東員町文化協会事務局まで（休業…日・月曜日）　☎0594-76-7711　E-mail  info@toin-ca.org
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ひばり⑮

ク

ラ

ブ

訪

問

記

楽
　
絵
　
筆

第
14
回

　

朝
か
ら
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
が
差
し
て
い
る
日
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
楽
絵
筆
の
教
室
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
８
名
の
会
員
さ
ん
が
静
物
を
対
象
に

デ
ッ
サ
ン
や
水
彩
画
ま
で
仕
上
げ
る
な
ど
思
い
思
い

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
加
藤
八
重
子
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
10
数
年
前
に
公
民
館
講
座

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
今
の
楽
絵
筆
の
団
体
に
発
展

し
た
そ
う
で
、
現
在
は
お
よ
そ
25
名
の
方
が
毎
月

第
一
、
三
の
水
、
木
、
金
曜
日
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
初
は
油
絵
を

描
く
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
水
彩
画
だ
け
と

の
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
描
い
て
い
る
最
中
や
休
憩
中
に
い
ろ
い

ろ
お
聞
き
し
ま
し
た
。
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
て
お
ら
れ

る
方
に
よ
れ
ば
、
描
く
の
は
木
炭
、
修
正
は
練
り
ゴ

ム
を
使
い
ま
す
。
ま
た
、
水
彩
画
の
方
は
鉛
筆
で
薄

く
下
書
き
し
水
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
た
後
そ
れ
を
乾

か
し
な
が
ら
一
息
入
れ
、
色
を
乗
せ
て
行
き
ま
す
。

先
生
は
こ
の
時
、
色
を
濁
さ
な
い
こ
と
を
大
切
に

し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
他
に
も
画
紙

を
イ
ー
ゼ
ル
に
立
て

た
り
、
机
の
上
に
置

い
て
描
く
な
ど
自
由

だ
そ
う
で
す
が
、
イ

ー
ゼ
ル
に
立
て
た
方

が
体
の
線
が
動
か
な

い
た
め
、
描
き
や
す

い
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
大
事
な

の
は
視
点
を
決
め
た

ら
変
え
な
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　

先
生
が
制
作

途
中
の
作
品
を

見
な
が
ら
、
一

寸
手
直
し
さ
れ

た
り
助
言
さ
れ

る
だ
け
で
目
か

ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
に
絵
が
生
き
生
き
し
て
き
ま

し
た
。　

　

楽
絵
筆
に
入
会
の
感
想
な
ど
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
絵
が
好
き
だ
っ
た
方
や
全
く
の
初
心
者
な
が

ら
出
来
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
講
座
を
受
講

さ
れ
た
方
な
ど
き
っ
か
け
は
様
々
。
た
だ
、
「
と
に

か
く
楽
し
い
。
先
生
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
、
親
し
み

や
す
い
」
ま
た
「
絵
と
家
事
の
切
替
の
中
で
、
集
中

で
き
る
時
間
を
持
て
る
こ
と
で
生
活
に
メ
リ
ハ
リ

が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
一
様
に
楽
し
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
「
日
常
生
活
の
中

で
も
見
る
も
の
す
べ
て
絵
に
つ
な
げ
て
み
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
加
藤
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

絵
が
好
き
で
15
歳
の
時
か
ら
個
人
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
、
美
術
大
学
で
は
油
絵
を
専
攻
。
そ
の
後
、

石
垣
定
哉
氏
に
公
民
館
講
座
な
ど
５
年
間
師
事
さ

れ
て
、
現
在
の
楽
絵
筆
の
指
導
者
に
至
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
出
来
る
だ
け
先
生
の
考
え
を
押
し
つ

け
ず
、
個
性
を
伸
ば
す

こ
と
を
信
念
に
続
け
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
楽
絵
筆
が
発

展
し
て
い
く
予
感
を
持

ち
な
が
ら
、
取
材
を
終

え
ま
し
た
。



医療法人
北 勢 会北勢病院

外来診療：月曜日～土曜日　9：00～12：00 いなべ市北勢町麻生田1525

通 所 事 業 所
あじさい ☎72－2618　なでしこ ☎82－1011

☎72－2611
http://www.hokusei-hospital.jp/

精 神 科

心療内科

内　　科
■診療科目
内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・血液内科・内分泌糖尿病内科
小児科・外科・呼吸器外科・整形外科・脳神経外科・泌尿器科・肛門外科
産婦人科・眼科・耳鼻いんこう科・皮膚科・放射線科・麻酔科
リハビリテーション科・リウマチ科・訪問看護ステーション・健康管理センター

いなべ市北勢町阿下喜771　☎72-2000（代）
http://www.miekosei .or . jp/ ish

い な べ 総 合 病 院

〒511-0841 三重県桑名市大字小貝須字新堀北1604番地
TEL 0594-22-6321　FAX 0594-23-8311
http://happubus.sanco.co.jp/

動このごろ活

技術を競い合う大会に参加し多数入賞しました。
規定演技の部
　入門ソロトワール　金賞　髙浪　柑奈
　中級ソロトワール　金賞　飯田　海美
　　　　　　　　　　　　　三輪　清花
　上級ソロトワール　金賞　植村萌仁香
選手権の部
　トゥーバトン 高校部門　第７位　杉本　瑚子

オカリナ憩
第41回 全日本バトントワーリング選手権 東海支部大会

於 日本ガイシホール

バトンメイツフェニックス

　会員48名が参加し、歌会の他、各種表彰、
基調講演と充実の時間を過ごしました。

平成28年度 金雀枝短歌大会
於 桑名シティホテル

金雀枝短歌社３月９日

　編物検定合格証授与式が県下13教室合同で
開催され、合格登録証授与の他、文部科学大臣
賞、検定協会会長賞等の表彰があり会場は緊張
感が漂っていました。
　その後約70名がフロアーショー形式で作品
発表を行い、和やかな雰囲気の中、幕を閉じま
した。　　　　　　　　　　　　　　  （川松）

ニットショー
於 津市アストプラザ

ニットルームかわまつ２月28日

２月20日

　オカリナの演奏仲間の発表会です。愛知県と
三重県で活動する23のオカリナ合奏グループ
が出演しました。

オカリナーモコンサート
於 にしび創造センター（清須市）

主催 芹沢音楽事務所

２月13日
２月14日
・

ひばり⑯



医療法人 康誠会

東員病院・認知症疾患医療センター
0594-76-2345

〒511-0243 三重県員弁郡東員町穴太2400

サービス付き高齢者向け住宅
ケアハウス・グループホーム

☎0594-88-5817 ☎090-8469-2888（ご予約優先）

〒511-0241　東員町鳥取字菊若1276-1
営業時間／9：00～19：00
定 休 日／毎週月曜、第2・3火曜
　　　　　※第1・3日曜は不定休

サークル
Kさん

カーショップ
ミッキーさん

ささ亭さん

くわしんさん しまむらさん

ネオポリス

カーマさん

カネスエ
さん

桑
名
方
面

い
な
べ
方
面

おかげさまで１周年！！ スタッフさん大募集
★スタイリスト ★アシスタント
★パートさん 時間、曜日などご相談下さい。

動このごろ活

　70才以上を対象に開催される剣詩舞の発表
会に師匠倉住縁松と髙倉扇松が参加しました。

飛龍東員太鼓

第３回 菊水流寿楽の会
於 岡山市万富公民館

菊水流詩舞・民謡寿会

４月２日

４月３日

　毎年３月に菊水流資格
免許並びに認証状の授与
式があり３名が参加しま
した。

菊水流資格授与式
於 岡山市菊水流吟剣詩舞道本部

３月６日

　睦会会員で12月から3月の誕生日の方の祝
いの会に民謡は倉住夫妻、詩舞は中村・中根・
吉田が参加しました。

笹尾睦会誕生会
於 笹尾コミュニティセンター

３月20日

　桜満開の中、鳥羽太鼓連さんのお招きで出演
しました。鳥羽市民の皆さんとの交流の機会を
得て、東員町の文化、観光アピールもしっかり
出来、非常に実りある1日となりました。

鳥羽 しろやま嘉隆まつり
於 鳥羽城跡 しろやま公園

　競吟は幼少年の部、第１部（級の部）から第
5部（大師範）まであり各部の指定吟を競う大
会です。上位入賞者は全国大会に出場出来、日
頃の練習成果を発表しました。　　　  （岩田）

関心流日本興道吟詩会
資格別競吟三重大会

於 津市アストプラザホール

員弁東部吟詩会４月３日

　菊水流・神心流の三重支部の会員が主体の、剣
舞・扇舞の合同発表会。
　各本部より宗家・家元と高弟をご招待し、関心流
からは笹尾吟詩会
ほか桑名地区・四
日市地区の会員が
多数賛助出演。

吟剣詩舞道 菊水流・神心流合同発表会
日　時　 平成28年8月21日（日）12時30分開演
会　場　 東員町総合文化センター　ひばりホール
主　催　 菊水流詩舞東員クラブ  
後　援　 東員町・東員町教育委員会
　　　　 一般社団法人 東員町文化協会
　　　　 菊水流吟剣詩舞道本部
　　　　 神心流尚道館総本部
賛　助　 関心流日本興道吟詩会三重県本部
連絡先　 菊水流詩舞東員クラブ
　　　　 吉田 0594-76-3715

予告

ひばり⑰



桑名市星川785 TEL（0594）31-8311

■通常営業時間
サンシティ専門店 AM10：00～PM8：00
バロー星川店　 AM10：00～PM9：00
（バロー星川店は毎週日曜日はAM9：30オープン）

星川ショッピングタウン

動このごろ活

ランティアこのごろボ 　箏演奏家　麗明智翔が出演しました。
　第20回を迎え、三重県で活躍する津軽三味
線・箏・尺八・和太鼓の若手奏者５名による
『和楽器クインテット』を結成。和楽器のイ
メージを覆し、会場が熱く盛り上がるコンサー
トになりました。

四日市市文化会館ワンコインコンサート
『和楽器クインテット』

於 四日市市文化会館　第一ホール

筝曲麗明社「廣翔会」１月28日

東員絵画クラブ通 年

　満開の薄墨桜に迎えられて淡桑会主催の茶会
が立礼により開かれました。
　大ホールでは芸能祭が開催されており関係の
方のご来場もあって、活気ある
茶会となりました。　  （菅野）

はるの茶会
於 桑名市民会館大ロビー

茶道裏千家４月３日

　「龍宮城」のご厚意に
より、年間を通じて会員
の絵画を展示しています。
作品は毎回11点を年3
回（7月、12月、3月）
入替えて展示しています。

絵画常設展示
於 中国・四川料理　龍宮城
（いなべ市北勢町麻生田）

筝曲麗明社「廣翔会」３月29日

　筝の合奏曲を聴いて頂いた後、筝の伴奏で
童謡、歌謡曲を歌ったり、歌に合わせて錫を
ふっていただくなどして大いに盛り上がり、
楽しいひと時でし
た。交流会にも参
加し、有意義な一
日となりました。

訪問コンサート
於 生活介護ステーション TOINあーち

ＹＹウクレレグループ３月27日

　前半はウクレレの発表、後半はウクレレや打
楽器などを使った音楽付朗読や、落語のゲスト
コーナー。
　大勢で演奏するのは楽しく、とてもいい機会
となりました。

春のミニ発表会
於 東員町商工会館 多目的ホール

ひばり⑱



ひばり

桑名市博物館MieMu（みえむ）
三重県総合博物館

⑲

ミュージアム情報
TEL059-228-2283

三重県立美術館
TEL059-227-2100 TEL059-391-1088 四日市市立博物館

TEL059-355-2700

TEL0594-21-3171

そらんぽ四日市

【期　間】7月6日（水）～8月28日（日）
【観覧料】無料
【内　容】夏休みの子どもたちの学習支援展示と
　　　　　して、色絵のやきものや、城下町の発掘成果を紹介いたします。

【2階学習支援展示】
○いろえのいろは！
　 －色絵陶器を学ぶ－
○発掘された桑名の城下町
　　

【期　間】9月10日（土）～10月16日（日）
【観覧料】入館料：有料500円（中学生以下無料）
　　　　　桑名市博物館メールマガジン購読者は、携帯画面かプリントアウ
　　　　　トしたものを提示で本人及び同伴者合計２名まで100円引き。
　　　　　身体障害者手帳をお持ちの方及び同伴者合計２名まで観覧無料。
【内　容】平成28年（2016）、伊勢桑名の刀工である村正作の刀剣が新たに
　　　　　三重県指定文化財に指定されたことを記念致しまして、展覧会を
　　　　　開催いたします。
　　　　　※公益財団法人岡田文化財団助成事業

◯【特別企画展】村正　－伊勢桑名の刀工－

【期　間】6月23日（木）～7月31日（日） 
　　　　　※会期中無休
【投票期間】6月23日（木）～7月18日（月・祝）
　　　　　大賞発表式：7月23日（土）
　　　　　出品作家（五十音順）：
　　　　　今泉　毅／黒田泰蔵／鈴木徹／
　　　　　田中知美／中田博士／牟田陽日

第11回パラミタ陶芸大賞展

【期　間】6月23日（木）～7月31日（日） 
　　　　　※会期中無休
【内　容】江戸時代の終わりごろ、百の怪談話をす
　　　　　る「百物語」が流行し、幽霊や妖怪などの
　　　　　恐ろしいお化けに対する人々の関心が高
　　　　　まるなど、空前のオカルトブームが巻き
　　　　　起こりました。本展では、　飾北斎や歌川
　　　　　広重、豊国、国芳、月岡芳年など、各時代を
　　　　　代表する浮世絵師たちが描いた“お化け・
　　　　　妖怪”作品を展示します。

奇々怪々　お化け浮世絵展

歌川国芳「相馬の古内裏・滝夜叉姫と大骸骨」

【期　間】4月23日（土）～6月26日（日）
【内　容】謎のコレクター「招き猫亭」が約40年か
　　　　　けて収集した、江戸時代から現代までの
　　　　　猫にまつわる作品が大集合。子どもから
　　　　　大人まで、猫とアートを愛するすべての
　　　　　人にご覧いただきたい展覧会です。
【観覧料】一般 1,000（800）円 学生800（600）円 
　　　　　高校生以下無料
　　　　　（ ）内は、前売料金、20名以上の団体および
　　　　　　第3日曜日〈家庭の日〉の料金
　　　　　　身体障害者手帳等をお持ちの方及び付添の方
　　　　　　1名は観覧無料

○招き猫亭コレクション 猫まみれ展

【期　間】7月9日（土）～9月25日（日）
【内　容】リトアニアのユダヤ系家庭に生まれ
　　　　　アメリカで活躍した、ベン・シャーン
　　　　　（1898-1969）の作品をご紹介します。
【観覧料】一般 900（700）円 学生 700（500）円 
　　　　　高校生以下無料
　　　　　　（　）内は、前売料金、20名以上の団体および第
　　　　　　3日曜日〈家庭の日〉の料金
　　　　　　身体障害者手帳等をお持ちの方及び付添の方
　　　　　　1名は観覧無料

○丸沼芸術の森所蔵 ベン・シャーン展

○第12回企画展　大変動の地
　～三重の三億年・変動に生きた巨大生物たち～
【期　間】7月2日（土）～9月4日（日）
【観覧料】一般800円　大学生等480円　
　　　　　高校生以下無料

【休館日】期間中の休館日は7月4日（月）・11日（月）・19日（火）・25日（月）
　　　　　8月1日（月）・8日（月）・15日（月）・22日（月）・29日（月）

【内容】
　巨大恐竜トバリュウをはじめ
とした1億年以上前の化石群、
約1700万年前の巨大ザメや約
350万年前のミエゾウの生息し
た時代の化石群などを紹介しま
す。さらに三重県内でみつかっ
たさまざまな岩石・鉱物などに
残された大断層や巨大火山の活動
した証拠を示し、三重の起こっ
た変動の歴史についても紹介し
ます。

プロバクトロサウルス

【期　間】7月23日（土）～9月4日（日）
【内　容】河童や人魚、天狗や妖怪など、日本の不思議な
　　　　　　生き物たちを、今に伝えられるミイラや骨、絵
　　　　　　巻や伝承などから探ります。
【観覧料】一般700円　高校・大学生500円　中学生以下無料

○特別展　バケモノあつめ
　妖怪・幻獣の世界へようこそ

【観覧料】一般540円　高校・大学生380円　
　　　　　小・中学生210円　幼児無料
○一般番組
　　コズミックフロント　～時間旅行～

プラネタリウム

【期　間】6月14日(火)～9月4日(日）
【内　容】NHK番組「コズミックフロント」のプラネ
               タリウム版。
○ファミリー番組
　妖怪ウォッチ　
　　プラネタリウムは星と妖怪がいっぱい！
【期　間】6月18日(土)～9月4日(日）
【内　容】妖怪ウォッチがプラネタリウムに初登場！
○星空番組
　スペース・ミュージアム ―夏―　
           ～宇宙の宝石コレクション～
【期　間】6月14日(火)～7月20日(水）、
　　　　　9月1日(木)～4日(日)

高橋弘明《ジャパニーズ・ボブテイル》 1924年 歌川国芳《猫の百面相》 1840年代

《色絵牡丹文壺》館蔵

三重県指定文化財≪太刀　村正≫神舘神社蔵



エンディングスペース 桑名・桑名西

国民宿舎

湯の山ロッジ

☎059-392-3155
三重郡菰野町大字菰野8497-2

http://www.yu-lodge.com

1泊2食1泊2食 ￥7,500より￥7,500より（
平
日
）

（
平
日
）

光明石 天然鉱石温泉

入浴

1,580円全品
コーヒーまたはオレンジジュース付き

☎059‒392‒2261
通常小人往復料金1,080円⇒

夏休みにピッタリなお子様対象のイベントも盛りだくさん！

夏休み特別料金 なんと600円に！
◆夏休み小人特別料金期間／平成28年７月16日（土）～８月31日（水）

税金・融資・労災保険・開業相談・多重債務等

川 崎  幸 治

仏壇・墓石

湯の山温泉誘致協議会
〒511-1233 三重県三重郡菰野町菰野8522

TEL.059-392-2115
湯の山温泉 検 索

恋結びの街

湯の山温泉開湯千三百年

新緑まばゆい温泉街を、色浴衣
で“そぞろ歩き”しながら湯めぐ
りはいかがですか？
湯の山温泉協会加入の特定の
施設にて宿泊のお客様限定！湯
めぐり手形を提示すればそれぞ
れの旅館の立ち寄り入浴が無料
で楽しめます。さらに色浴衣を
着用のお客様には限定サービス
もあります。

色浴衣で湯めぐり
５/28㈯～７/15㈮

お知らせプレゼントのお知らせプレゼントのお知らせプレゼントの
A御在所ロープウエイ往復乗車券・
B湯の山 絵野温泉 希望荘入浴券

にプレゼント！

①希望賞品（A・B）・②住所（郵便番号）・③氏名・④年齢・
⑤本誌「ひばり」や「御在所ロープウエイ」「希望荘」「グ
リーンホテル」「湯の山ロッジ」「菰野町の観光」などにつ
いてのご感想・ご意見等（どれでも、いくつでも）があれば
ご記入の上、下記にお申し込み下さい。

応募先
　〒511-0251 員弁郡東員町大字山田1700番地
　東員町総合文化センター内  一般社団法人 東員町文化協会
　「ひばり」プレゼント係

締切り
　6月30日（木）消印有効（応募多数の場合は抽選とさせ
ていただきます）※招待券の発送をもって発表に代えさせていただきます。

21ページ掲載の「近郊おでかけガイド」
“菰野町特集”をご覧下さい

http://www.gozaisho.co.jp/

御在所ロープウエイの
ホームページに

楽しいイベント情報満載！

合計10組20名様
（各5組10名様）
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空気中のラドンの
　　　濃度は国内屈指

国内屈指のラドン濃度 健康増進施設に

当日ご予約OK【先着順】
ご予約受付中【受付9：00～18：00】

※1ヶ月前よりご予約頂けます。

湯けむりの里で更に健康に！

望山の湯
野天の恵み

木漏れ日の湯
フイントンチットの檜風呂

坐忘庵
居ながらにして全てを忘れる庵

菰山亭
菰野の産物・産品を山の中で楽しむ

「熱気浴ラドンの泉」「熱気浴ラドンの泉」誕生誕生

菰野町鳥居道山渓谷 FAX059-392-3180

※熱気浴 女子

※男湯 ※男湯

￥670 ￥520通常
本券1枚で3名様ご利用できます。

有効期限：平成28年7月31日
湯の山温泉 グリーンホテル

入 浴
ご優待券

切り 取ってご持参下さい

近郊おでかけガイド

菰野町特集 自然治癒力を高める
　　『熱気浴 ラドンの泉』

湯の山 絵野温泉

希 望 荘

湯の山 絵野温泉

希 望 荘
湯の山 絵野温泉

希 望 荘
湯の山温泉

グリーンホテル

湯の山温泉

グリーンホテル
湯の山温泉

グリーンホテル

二つの源泉かけ流し風呂と
BBQビアガーデンで心も体もリフレッシュ！！

体も頭もリフレッシュ
　　温泉と美術館の町

　希望荘の源泉は、ラジウムとともに崩壊してでき
るラドンが、溶け込んだ温泉であることが分かりま
した。ラドンを含む温泉は新陳代謝が活発になり、
免疫力や自然治癒力が高まる効果があり、ラジウム
が気化し空気中に散ったラドンを吸うことで、抗酸
化機能が高まり、老化や生活習慣病の予防に役立つ
と言われます。
　『ラドン熱気浴』とは、湧き出る温泉の熱を利用し
た熱気浴室に30～40分入り身体を温めることを言い、

気化したラドン（湯気）を吸入す
ることによって細胞が刺激を受
け身体の免疫力や自然治癒力を
高めることが出来ます。本館４
階の内風呂『自助の湯』露天風
呂と合わせてお楽しみ下さい。

　毎年夏季恒例のBBQビアガーデンを7月16日
（土）から営業いたします。
　オープンガーデンで爽やかな風に包まれなが
ら、ご家族、友人とともにワイワイと賑わいの
お時間を楽しんでみてはいかがですか。
　お食事の後は、当館自慢の源泉掛け流しの温
泉に入って心も体もリフレッシュ！
　グリーンホテルで夏を満喫しましょう！

三重CC

菰野町役場

中菰野大羽根園

湯の山温泉

菰野Cジャック
ニクラウスGC

四日市リバティーGC

グレイスヒルズCC

四日市西署

菰野高校

ファミリーマート

イオンタウン
ショッピングセンター

県小学校

四日市I.C

ネッツ
トヨタ
三重

東
名
阪
自
動
車
道近鉄湯の山線

菰野

桜

306

477

希望荘
御在所岳

御在所
ロープウエイ

鈴鹿
スカイライン

グリーンホテル
道の駅
菰野ふるさと館

湯の山ロッジ

パラミタミュージアム
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会員人賛助人特別特特特「特「「「特 会員人賛人人人賛 員」員」」」法人法人法人法人法人賛法特別法人賛助会員会員助会助会特別法人賛助法法特特特「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」ののののののののの 介介介介介ご紹ごごご紹介介介介介介ご紹ご紹介ご紹介ご紹介紹介紹介ごごご「特別法人賛助会員」のご紹介「特別法人賛助会員」のご紹介

特別法人賛助会員の
お申し込み、問い合わせは
一般社団法人 東員町文化協会
TEL0594-76-7711まで

ご利用によ
り、

　 文化協
会に賛助金

が！

特別法人賛助会員（店舗）募集しています！
あなたのお店も特別法人賛助会員としてご協力くださいませんか？
文化協会の広報・ホームページにあなたの店舗をご紹介致します。
あなたの店舗の利用を文化協会会員や広報の読者などに広く周知致します。

下記の店舗よりご利用金額を一部キャッシュバック（特別賛助金）して文化協会にご協力いただいています。
この店舗の領収書またはレシートを文化協会事務局、図書館に設置のポストへご投函ください。

カフェ・レスト ラフィーネ
☎76-8714

県道142号沿い北勢線東員駅北隣り

タイヤショップ ランドマーク桑名
☎75-0081

東員町鳥取367-3

伊藤商事有限会社　☎76-5060

※気軽なサービスステイションです
六把野新田・員弁街道沿い

和菓子処 月乃舎　　0120-76-5926

四季折々の和菓子をお客様に！
笹尾東3丁目（笹尾中央公園前）

すし工房 加賀屋　☎76-0091

※特別賛助対象商品はメニューにある商品です
穴太駅南700m

お客様の情報拠点

株式会社

ナカムラ石油
☎76-2472

穴太－山城線　念仏小橋南
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穴太
㈱アサヒダイテック
伊藤土建㈱
NTN精密樹脂㈱
すし工房 加賀屋
㈱巧建社
杉山整形外科
医療法人 康誠会 東員病院

南大社
一色建設㈱
㈲中山モータース

山田
㈱ADEKA 三重工場
カフェレスト㈱ラフィーネ
大起産業㈱
（一社）東員町観光協会

六把野新田
伊藤商事㈲
岩花内科
宅老所 紫苑
美容室APPEAR
森下耳鼻咽喉科
横村医院

城山
中島歯科医院
野尻内科
モリワキ薬局
和気国際特許事務所

大木
岩田歯科医院
杉山金属㈱
豊通ヴィーテクス㈱

瀬古泉
㈱関村製作所
㈲廣嶋製作所

その他（三重県）
㈱カキトー
共栄堂印刷㈱
茶道具山水園
澤政興業㈱
㈱タチバナ製作所
三重県舞台管理事業協同組合
宮口内科循環器科
名鉄観光サービス㈱
　　　　　　四日市支店
㈱山甚
茶道具 遊芽屋
㈱レイステージ 桑名

鳥取
桑名信用金庫 員弁支店
㈱三エスゴム タイヤショップ
　　　　  ランドマーク桑名
中上
魚良
東洋ゴム工業㈱ 桑名工場
㈱ナカムラ石油

長深
大長歯科

八幡新田
佐野クリーニング店

その他（愛知県）
堀田新五郎商店

笹尾西
ネオポリス珠算塾

笹尾東
㈱中京銀行 西桑名支店
和菓子処 月乃舎

法人賛助会員 （地区別50音順）

個人賛助会員 （50音順）

安 藤 修 平
石 垣 光 麿
伊 藤 守 一
伊 藤 真 実 子
岩佐力（克子）
上 原 君 代

南 部 武 司
南 部 ま り 子
南 部 　 豊
藤 田 興 一
三 宅 徹 也
三 浦 信 一

島 田 正 彦
清 水 酔 月
谷 口 辰 哉
坪 井 弘 人
中 村 明 彦
中 山 万 千 代

大 崎 潤 子
岡 野 譲 治
川 松 由 喜 子
紀 平 隆 行
木 村 宗 朝
小 山 辰 巳

水 谷 　 隆
水 野 顕 明
山 崎 ま ゆ み
山 田 昌 信
鷲 田 昭 男

賛助会員
平成27年度

ありがとうございました
引き続きご支援よろしく
お願い致します（平成28年3月31日現在）
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合唱団員募集

編
集
後
記

印刷：共栄堂印刷（株）印刷：共栄堂印刷（株）

　なかにし礼が作詩した日本語のベートーヴェン「第九」、東員町民歌
「愛する心かぎりなく」ほかを歌います。たのしくハモってみませんか。
演奏会日時　12月23日（金・祝）
対　　象　中学生以上（練習は夜間のため、中学生は保護者の送迎が可能な方）
練 習 日　8月8日（月）から毎週月曜日　19：00～21：00
場　　所　総合文化センター
指 導 者　村島増美　鷲山千香子　西端祐哉
練習体験会　8月1日（月）19：00～21：00　ぜひご参加ください。
参 加 費　3，000円 （中学生は半額）※演奏会チケットの販売にご協力いただきます。
申込用紙設置場所（一社）東員町文化協会・総合文化センター・笹尾連絡所
申込締切　7月13日（水）　　　　　お申し込み・お問い合わせ（一社）東員町文化協会　☎76-7711

第28回 東員「日本の第九」演奏会第28回 東員「日本の第九」演奏会

12月23日の東員「日本の第九」演奏会のステージで、オーケストラをバックに
合唱曲を歌う小・中学生を募集します。
曲　　目　「大切なもの」ほか数曲（予定）
対　　象　小学3年生～中学3年生（40人程度）
練 習 日　日曜日　10：00～12：00（月３～４回、9月18日から開始予定）
　　　　　※12月22日（木）にリハーサルを行います。
場　　所　総合文化センター
指 導 者　（ＭＧＤ）加藤利幸　阿部之悠　佐藤　真　沼波俊太郎
参 加 費　無料
申込締切　7月13日（水）
お申し込み・お問い合わせ　東員町教育委員会　社会教育課　☎86-2816　詳細は広報とういん6月号をご覧下さい。

【申込方法】　
窓口、FAX、メールいずれかで
お申し込みください。
　FAX、メールの場合は　
①「オーケストラと歌おう」
②住所、③氏名、④電話番号、
⑤保護者名、⑥学校名、⑦学年を
明記してください。

オーケストラと歌おう！オーケストラと歌おう！オーケストラと歌おう！オーケストラと歌おう！オーケストラと歌おう！オーケストラと歌おう！小・中学生の皆さんへ
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合唱団員募集
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期間　10月8日（土）～
　　　　12月11日（日）

於　　三重県立美術館

伝 言 板

石垣定哉展石垣定哉展

《PARADISE IN WOODS（VI）》
1996年　個人蔵

　初期作品から最新作まで網羅。
画伯の全貌紹介を謳った作品展が
開催されます。
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